
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 説明的な文章を指導する際には，内容を捉えさせるだけでは不十分です。文章構成を参考にして自分でも説明的な文章を書く活動を，単元を通して設定した上で，各段落の内容を図や表を用いて整理し，文章全体を構造化して捉えるような分析的な読み方をさせましょう。特に順接や逆接の論理関係を図化して整理させることは大切です。 

 誤答を見ると，ウの段落の後ろに入ると解答している生徒が 29.1％いる。これらの生徒は，イの段落の「平成十年」，抜き出されている段落の「平成二十二年」，エの段落の「平成二十七年」のみに着目し，どこに入るかを判断したと考えられる。 正答するには，イの段落の最後が，「悲願ともいえました。」で終わっており，ウの段落の始めが，「しかし，『あかつき』に関わる人々は，あきらめませんでした。」となっているところを読み，内容面から「しかし」以降の文とのつながりの不自然さに気付くことが必要である。 

 

文章の内容を構造化して表すなど，分析的に読む学習を

通して段落相互の関係を捉えさせましょう。 

第１・２学年 読むことイ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。   
第３・４学年 読むことイ  目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。 

第５・６学年 読むことウ   目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。 
中学校 第１学年 読むことイ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

【【【【本文本文本文本文のののの抜粋抜粋抜粋抜粋】】】】解答類型 割合（％） 
○ 

イ 54.9 
× 

ウ 29.1 
× 

エ 6.5 
× ア 4.6 
× オ 2.2 
× カ 1.0 
× 

上記以外の解答 0.3 
－ 無解答 1.4 
 

「「「「悲願悲願悲願悲願ともいともいともいともいえまえまえまえま
したしたしたした。」。」。」。」というというというという内容内容内容内容

とととと「「「「しかししかししかししかし」」」」にににに続続続続くくくく
内容内容内容内容がつながってがつながってがつながってがつながって

いないことにいないことにいないことにいないことに着目着目着目着目
するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。    年年年年だけにだけにだけにだけに着目着目着目着目するだけではするだけではするだけではするだけでは不十分不十分不十分不十分    


